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第 3章 指導補助員が 自然学校に与える影響 ………………………………………………口"37


























































































































































































































































































































































































































1.                          ,問題解決能力,粘り強さなどを培 う
2.生きる喜びや苦しみを知り,思いや り,協調性,社会性などを身に付ける
以上のように「生成としての教育」の側面が強い部分が多いことが分かる。実施当初の




















































































































































































′性男リ 教員経験年数 勤務している市町村 引率回数 うち担任としての引率回数
K.A 女 14年 淡路市 13回 4回
N.T 男 7年 姫路市 4回 1回
0.K 男 33年 相生市 15回 0回






























N.T:担任 として連れて行った時は,挑戦するとい うか,いろんなことに取 り組んでい
く力というか,学校ではできることが限られてくるから,学校ではできない経験を
通 して,「こんなことができるんだ」とか「こんなことがあるんだ」とか,まぁひと
くくりで言 うと挑戦 したり,自分でしたいことを見つける力ってい うのを,ちょっ
と抽象的やけど…。










N.T: どっちかってい うと,学校の課題 とい うか,学年の課題。組んでる先生と話して,
「もつと自分からできるようになったらいいよね」とかってい うところから生まれて
きたものやから, どちらかとい うと,学年 。学校の課題かな。それが行政の言 うと
ころと結びつく部分もあると思 うけど,実際計画する段階では,実態を見て。




































































































































































t.a 女 3 姫路市 7回
いとこ (小1)と遊ぶ 教員志望では
ない
y.a 女 3 加西市 2回 無 し
m.k女 3 三田市 1回
保育園の補助
塾講師 (中学生)
kom女 2 川西市 2回 無 し






















































1   緒に達成感を味わってくれるんやけど,大人でもあるので,注意もしてくれる人。
1   先生と違うのは,一緒に活動している分,全体を客観的に見ている先生よりも,一
1   人一人の子どもの気持ちとかに共感ができるのかなと思います。共感したからこそ,
1   子どもの悩みなんかも聞いてあげられるのかなって思います。
lt.●: そうですね,先生に比べると年も近いし話やすいけど,大人だから正しいことは

















































m.k: 自分の指示がちゃんとできてなかった り、指示が間違っていたせいで子どもが怒 ら


















































































































































































































































































































































































































































































このように,自然学校実施後の指導補助員との接触は, 自然学校 (非日常)を振 り返る
機会になり得ることが分かる。この機会を教員が意識 して活用することができれば,「日常」
と「非 日常」のギャップを埋め,双方を擦 り合わせていくことができるだろう。 したがっ
て,学校行事等の機会を利用 し,「日常」場面に戻つた子どもたちと指導補助員が交流する




























































指  導  方  針


















































































































・時 代,明石 要一 (2012)「体験活動が子どもに与える影響-2年間の体験活動事例を
通して下」『千葉大学教育学部研究紀要』第60巻,2012,121132頁。








































































































XXX宙洲崎 洋昭,伊藤 安浩,軸丸 勇士 (2008)「体験学習法が子どもの「自己一他者関係」
「自己認識」に及ぼす影響にかんする研究～湯布院町ジュニアリー ダー育成プログラムの
分析を通して～」『 日本生活体験学習学会誌』,第8号,2008,33頁。
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市 立 小学校 (  回)
市立        小学校 (  回 )
市立        小学校 (  回)
市 立 小学校 (  回)
(  回)
市立        小学校 (  回)
これまで  回参加 した。
○普段から子どもと関わる機会がありますかつ
例)塾や家庭教師のバイ ト、 キャンプリーダーなど
1. はい   2. いいえ
。「1.はい」と答えた方はどのような機会ですか?
以上で質問は終わ りです。ありがとうございました。
引き続きインタビューにご協力ください。
市県
市 立 小学校
104
謝辞
本稿は,様々 な方の協力により,完成しました。お世話になったすべての方に感謝しています。
お忙しい中,快くインタビューに協力していただいた4人の先生方には,インタビューの内容だけで
なく,教員の立場から様々な助言をしていただき,感謝してもしきれません。ありがとうございました。
同様に,指導補助員経験者という立場でインタビューを引き受けてくれた,大学の友人,後輩たちに
も感謝の気持ちを伝えたいです。中には,共に自然学校に参加し,私に素晴らしい体験をさせてくれた
ものもいます。同じ指導補助員という立場で参加しておきながら,自分は考えもつかなかった意見をイ
ンタビューの中で挙げてくれ,非常に刺激を受けました。本当にありがとう。
私が, 自然学校について研究するきつかけになったのは,実際に自然学校に参加し,様々 な人々と出
会い,数々 の素晴らしい体験をする中で, 自然学校に惹かれていったからです。このような素晴らしい
体験をさせていただいた,学校,先生方,共に活動した指導補助員,そして子どもたちには感謝の気持
ちしかありません。
本稿は,様々 な学問分野の考え方を取り入れることによって完成することができたとのではないかと
思います。指導教官だけでなく,社会系教育分野の先生方をはじめとする兵庫教育大学の様々な先生方
から,講義はもちろん, 日常生活の場面でも有意義なお話を聞かせていただいたおかげです。6年にも
及ぶ学生生活を影で支え,また,時には叱咤激励してくださった先生方に深く感謝しています。
特に,専門外でありながらご指導いただいた森秀樹先生には,本当に感謝しています。大学学部時代
には,担任として,最後の1年間は指導教官として,ご指導を受けるたびに,常に先生の考えに刺激を
受けてきました。ありがとうございました。
そして,学部時代から指導教官としてお世話になり,最後の1年間は,遠く離れた長崎の地からご指
導してくださつた首藤明和先生には感謝の気持ちしかありません。大学院進学時には,先生の専門でな
いことを研究したいと相談したにも関わらず,後押ししてくださいました。4年間のご指導が, 自分の
考え方の基礎になっていると感じます。本当にありがとうございました。
最後に,学生生活を支えてくれた,家族,友人,後輩たちに感謝の気持ちを伝えます。ありがとう。
平成26年12月21日
伊藤 大介
